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4．参考（概要図） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

エイズ対策研究 
Ⅱ、我が国におけるHIV感染の動向

Ⅲ、HIV・エイズ対策の今後の方向性

Ⅰ、これまでの研究の切り口 

※ HIV訴訟の和解を踏まえ、恒久対策の一環 
 としても、エイズ研究を推進する必要性がある。

疫疫学学研研究究                  臨臨床床研研究究  
  
  

  
基基礎礎研研究究              社社会会医医学学的的研研究究  

  平成18年4月 「エイズ予防指針」改正 

 ○ 疾病概念の変化  “不治の特別な病“ から ”コントロール可能な一般的な病気” 
 ○ 国と地方自治体の役割分担の明確化 
 ○ 施策の重点化・計画化 （普及啓発、検査体制の充実、医療提供体制の再構築） 

！！エイズ予防指針改正後5年間の方向性！！

1,358 

952 

406 

・患者数の増加 
・男性同性間性的接触 
・若年者が約70％ 
・40代の増加 
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現行の対策・研究 

新たに必要な対策・研究

流行予測・ワクチン株選定 
WHOワクチン会議 

流行株 
ｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽ 

遺伝学的ｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽ 

 

 

 

診断ｷｯﾄ開発 
診断系改良 

鳥ｲﾝﾌﾙ感染診断 診断技術協力 
国際研修

H5N1鳥インフルエンザ 
感染診断・国際協力

 

 

動物インフル 
系統保存

動物インフルの監視 
ワクチン株供給原の確保

 

 

ｲﾝﾌﾙﾜｸﾁﾝ 
品質管理・国家検定 

シーズナルインフルエンザ 
ワクチン品質管理 

 

 

薬剤耐性株 
サーベイランス 

耐性株の出現監視 
WHOワクチン会議 

 

プレパンデミック・新型ワクチン

品質管理 
ＧＭＰラボ管理新型 
ワクチン開発・供給 

新型ワクチン安全性

試験・動物実験 

新型インフルワクチン開発・供給 

 

細胞培養枠新の開発・品質管理 

次世代ワクチン開発・供給 

 

新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ対策・研究の充実強化

次世代ワクチン開発・供給  
鶏卵を使用したワクチン製造からの脱却が必要（新型インフルエンザの流行により鶏卵の確保が困難となる恐れ）ウイルス変異に迅速に対応できるワクチンが必

要 
1）組織培養ワクチン用ウイルス株開発   
組織培養ワクチン用ウイルス株を開発する。（鶏卵で増殖させたウイルスと組織細胞（ＭＤＣＫ細胞など）で増殖させたウイルスとでは、その特性が異なることが指

摘されており、組織培養ワクチン用として適切なウイルス株の開発が、これまでの取組とは別途に必要） 
2）組織培養ワクチン用力価測定用標準品開発 
（ウイルスの特性変化に応じて、ヒトでの抗原性評価のための力価測定系とその標準品の開発が必要） 

 現状と課題 

1．基盤研究の不足 
  ①テロに使用される可能性の  
   ある新たな病原体への対応 
  ②検査方法の確立 
  ③新たな予防法・治療法の 
    開発 
  ④除染方法の確立 
2．臨床診断と治療法が確立して 
  いない 
3．情報収集体制及び国内・外 
  の施設間の連携体制が確立 
   していない 
4．人材不足 
5．発生時対策の検討が十分に 
  行われていない 
  ①被害予測 
  ②発生時のシミュレーション 
6．国民への情報提供・情報共有 

必要な研究（新興再興感染症研究事業） 
1．基盤研究の充実 
    ①既知及びテロの可能性のある病原体の迅速診断検査法の開発 
    ②予防法・治療法の基礎研究 
      ・抗菌薬剤の迅速感受性検査法 
      ・ワクチン開発の基礎研究 
    ③効果的な除染方法（消毒剤等）の研究 

④テロに使用される可能性のある病原体（新興・再興）の特定と病原性の確認に関する 
基礎研究 

2．臨床診断と治療法の確立 
    ①臨床診断（何を疑うか）方法の確立 
    ②使用可能な抗菌剤のリストアップと使用方法の検討 
    ③使用可能な薬剤の抗菌活性の確認 

 
期待される効果 
・被害拡大防止 
・緊急対応の実現 
・国民の不安軽減 
・ 模倣事件の抑止 
 （予防） 

必要な研究（健康安全対策総合研究事業等） 
１． 情報収集体制及び国内・外の施設間の連携体制 
   の確立 
  ①国内関係機関のネットワーク整備 
  ②海外の関係機関との連携強化 
2．人材不足 
  ①地方衛生研究所への技術の普及 
  ②医療従事者及び一時対応者に対する研修・講習 
3．発生時対策の検討 
  ①発生時のシミュレーションモデルの構築と被害 
    予測に関する研究 
  ②発生時対応支援マニュアルの作成 
4．国民への情報提供と啓発方法の検討 

バイオテロ対策に必要な研究 
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(10)こころの健康科学研究 
 

分野名    疾病・障害対策研究分野          

事業名        こころの健康科学研究事業  

主管部局（課室）  社会・援護局障害保健福祉部企画課 

（執行機関 国立精神・神経センター） 

運営体制       精神分野→障害保健福祉部 精神・障害保健課 

神経分野→健康局 疾病対策課 

関連する「第 3期科学技術基本計画」における理念と政策目標（大目標、中目標） 

理念   健康と安全を守る 

大目標  生涯はつらつ生活―子どもから高齢者まで健康な日本を実現    

中目標  国民を悩ます病の克服 
 

１．事業の概要 

(1) 第 3 期科学技術基本計画・分野別推進戦略との関係 

重要な研究開発課題 こころの発達と意志伝達機構並びにそれらの障害の解明 

研究開発目標    ○2010 年までに、精神疾患、神経・筋疾患について、細胞治療、創薬

等を活用した治療法の開発に資する、病態の詳細や、原因遺伝子とい

った疾患の原理を理解する。 

 
②高齢化対策 
・ 高齢者治療における 
 QOL向上に関する 
 研究（副作用や補助 

療法等） 
・ 高齢者キャリアへの 

有効な治療方法の開 
発 

 

①病気の進行防止 

・ キャリア発症予防する研

究 

・ 新規肝臓癌マーカーの開

発 

研究 

・肝臓癌の画像診断と治療

方法に関する研究     

 
④基礎研究の充実強化 
・ 肝炎実験動物モデル

の開発研究 
・ 肝炎ウイルスワクチ

ンの開発研究 

 
③肝炎臨床像の把握と対 

策の再構築 
・肝炎の疫学研究 
・ 肝炎ワクチンの接種方 

法等に関する研究 

  

肝炎対策 

ウイルス性肝炎対策における課題 
第二の国民病 キャリア対策 
①キャリア→肝炎→肝臓癌の進行防止 
②キャリア高齢化への対応  
③肝炎の臨床像変化への対応   
④①～③を支える基礎研究の充実強化 など    


